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民
(
寓
葉
大
和
地
誌
)
で
、
同
民
は
こ
れ
を
三
笠
山
だ
と
説
き
、
尚
一
二

レ
月
か
も
」
の
場
合
も
、

そ
の
御
笠
山
は
決
し
て
御
笠
山
で
は
あ
り
得
な
い
。

の
羽
易
の
山
も
こ
の
山
を
中
心
に
し
た
春
日
山
だ
と
説
か
れ
る
。
先
生
の
は
同

乙
の
三
笠
山
の
月
は
、
私
の
十
何
年
苦
し
ん
だ
問
題
で
、
秋
山
吉
郎
民
・
前
川

O
氏
の
説
に
従
は
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

佐
美
雄
民
そ
の
他
の
奈
良
在
住
の
多
敷
の
人
々
の
御
協
力
で
知
り
得
た

で
あ

し
か
し
、
私
見
で
は
こ
の
山
を
推
す
の
は
失
考
と
思
は
れ
る
。
御
笠
山
は
、

る
。
前
川
氏
は
殊
に
熱
心
で
、
名
月
の
日
の
放
送
に
こ
の
話
を
さ
れ
、
私
の
名

日
山
の
別
名
で
、
そ
の

す
花
山
の
部
分
が
低
い

形
に
見
え
る
の

ま
で
引
合
に
出
し
て
奈
良
京
の
月
は
春
日
山
か
ら
出
た
由
を
公
宣
さ
れ
た
。

ー

を
笠
と
見
な
し
て
御
笠
山
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
「
春
日
」
は
山
の
所

昨
年
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
、
で
は
目
下
の
二
三
二
の
歌
で
は
ど
う
か
と
見
る

在
地
の
地
名
に
因
る
名
。

頂
上
部
の
山
形
に
基
づ
く
名
で
あ
る
。
そ
し

に
、
本
書
に
こ
の
歌
の
上
句
を
「

の

の
野
遣
を
通
る
道
は
、
通
ふ
人

て
寓
葉
時
代
の

山
で
な
く
春
日
山
で
あ
っ
た
こ
と
は

の
御

が
な
い
ま
ま
に
云
々
」
と
口

さ
れ
て
ゐ
る
が
、
御
笠
山
が

山
で
あ
る

笠
山
の
例
歌
が
、
前
者
な
ら
解
け
る
し
後
者
な
ら
行
き
つ
ま
る

で
知
れ
る
。

な
ら
ば
、
そ
の

の

」
と
い
ふ
の
は
ご
く
狭
く
二
三
町
に
し
か
嘗
る
ま

例
へ
ば
「
能
登
川
の
水
底
さ
へ
に
照
る
ま
で
に

笠
の
山
は
咲
き
に
け
る
か
も

ぃ
。
乙
れ
は
狭
す
ぎ
る
。
春
日
山

の

。〉

つ
ま
り
春
日
野
の
こ
と

(
十
巻
一
八
六
一
)
」
は
、
御
笠
山
の
花
が
能
登
川
の
水
に
照
り
映
え
る

を

を
指
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
・
〉

へ
移
る
所
ま
で
荒
れ

歌
っ
た
も
の
だ
が
、
花
が
映
ず
る
の
は
春
日
山
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
の
で
、

て
ゐ
る
盗
で
あ
る
。

蓋
山
で
は

j
あ
り
す
ぎ
て
花
も
何
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
更
に
、
「
春

次
に
、

こ
の
歌

は
無
い
が
、

を

山
と
呼
ぶ
乙
と

日
な
る
三
笠
の
山
に
月
も
出
で
ぬ
か
も
、
佐
紀
山
に
咲
け
る
棲
の
花
の
見
ゆ
べ

が
、
誤
だ
と
い
ふ
意
見
は
、

私
は
軽
々
し
く
は
吐
け
な
い
も
の
だ
と
考
へ
て
ゐ

く
(
十
巻
一
八
八
七
)
」
の
旋
頭
歌
で
も
、
身
は
佐
紀
山
の
附
近
に
居
つ
つ
御
笠

る
。
と
い
ふ
の
は
笛
寺
の
東
大
寺
の
建
物
や
そ
の

を
描
い
た

IJ). 

残

山
に
月
の
出
る
の
を
待
ち
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
佐
紀
漣
り
か
ら
月
の
出

る

っ
て
ゐ
る
が
、
寺
の
大
悌
殿
の
東
の
山
に
三
笠
山

れ
で
あ
る
。
そ
の

時
、
そ
の
出
る
山
は
春
日
山
で
あ
る
。
御
叢
山
な
ど
は

め
て
低
く
て
そ
こ
か

位

ら
見
て
今
の
若
草
山
で
あ
る
。
叉
、
寺
の
東
境
は

山
に
極
ま
る
と

ら
月
な
ど
は
登
ら
ず
と
て
も
乙
の
歌
の
御
笠
山
た
る
資
格
に
塩
へ
な
い
。
平
城

い
ふ
説
明
文
も
あ
る
。
す
る
と

山

山
と
稽
す
る
こ
と
は
、
奈
良
京

尽

し
て
、
月
は

日
山
か
ら
出
る
も
の
と
考
へ
て
誤
な
い
。
だ
か

の
人
々
の
呼
び
名
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
う
い
ふ
時
び
名
を
近

名
な
阿
部
仰
麻
呂

ω
「
天
の
原
ふ
り
さ
け
見
れ
ば
春
日
な
る

ω山
に
出
で

世
や
現
代
の
人
だ
け
の
時
び
方
だ
と
考
へ
て
誤
構
扱
ひ
す
る
の
は
、
そ
の
万
が

書

書平

玄
三



書平

五
四

却
っ
て
諜
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
奈
良
時
代
に
は

も
森
田
山
も

笠
山

口
一
一
ご
三
に
人

の
地
と
見
ち
れ
ろ
鴨
山
が
あ
ろ
。
乙
れ
は
ご
一
二
百
年
に

(
三
笠
山
と
も
書
く
)
と
呼
ば
れ
た
。

そ
れ
が
前
者
は
地
闘
に
後
者
は

わ
た
っ
て
各
種

見
が
提
出
さ
れ
て
ゐ
る
。
し
か
る
に
本
書
で
は
前
に
も
記

に
と
分
れ
て
今
日
ま
で
樽
は
り
残
っ
た
、
と
い
ふ
の
が

で
あ
る
。

し
た
や
う
に
そ
れ
ら
の
異
説
を
殆
ど
全
部
抹
殺
し
て
あ
る
。
さ
う
し

口
二
一

O
に
羽
易
の
山
が
あ
る
。
本
書
で
は
三
輪
山
の
北
に
あ
る
龍
王
山
の
一

藤
茂
吉
の
島
根
照
邑
智
町
の
湯
抱
の
山
だ
と
い
ふ
説

rげ

て
、
そ
れ
に

部
を
羽
易
の
山
と
言
っ
た
と
考
へ
る
と
説
い
て
あ
る
。

乙
れ
は
北
島
直
江
氏
が

賛
成
し
て
あ
る
。

奈
良
の
御
笠
山
を
中
心
と
し
て
そ
の
左
右
に
春
日
山
の
見
え
る
姿
を
羽
易
の
山

乙
ζ

で
問
題
に
な
る
の
は
、

乙
の

の
特
色
の
一
つ
は
こ
れ
ま
で

だ
、
と
説
か
れ
た
の
は

さ
れ
た
説
で
、
三

を
中
心
に
、
左
に
龍
王
山

現
れ

出
来
る
だ

て
そ
れ
を
批
判
し
た
上
で
判
断
を
下
し
た
貼

右
に
巻
向
山
が
見
え
る
か
ら
、
龍
王
山
は
羽
易
の
山
だ
、
と
い
ふ

で
あ
る
。

に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
鴨
山
に

し
て
だ
け
は
異
説
を
揚
げ
る
こ
と
す
ら
と
り
止

し
か
し
、
立
言
の
基
礎
が

二
人
と
も
弱
い
と
思
は
れ
る
。
こ
れ
は
「
羽
易
」

め
て
、

一
つ
の
説
だ
l

ー
且
つ
賛
成
し
て
あ
る
の
だ
か
ら
、

を
直
に
羽
根
の

解
さ
れ
る
の
だ
が
、
さ
う
は
言
へ
ま
い
。
羽
易
は
羽
を
交

の
根
本
特
色
は
鴨
山
の
部
分
だ
け
は
ポ
カ
ン
と
穴
が
空
い
て
ゐ
る
わ
け
で
あ

し
た
姿
か
ら
出
た
語
だ
か
ら
、
羽
根
を
慶
一げ
た

w

と
思
ふ
。

合
は
羽
根
と

と
か
言
ふ

る
。
乙
の
失
陥
を
私
は

は
ず
で
あ
る
。
だ
か
ら
中
央
に
一
山
が
有
っ
て
左
右
の
山
が
羽
根
の
や
う
だ
か

次
の
問
題
と
し
て
、
で
は
そ
の

一
の
説
が
、
他
説
全
部
を
抹
殺
す
る
ほ
ど

ら
羽
易
だ
、
と
い
ふ

は
危
い
。
そ
れ
に
叉
、
左
右
の
羽
が
羽
易
の
山
な

の
優
良
な
説
か
と
い
ふ
疑
が
登
場
し
て
く
る
。

一

で
は
も
と
よ
り
そ
れ

ら
、
左
の
龍
王
山
だ
け
で
な
く
右
の
巻
向
山
も
含
め
て
羽
易
の
山
で
あ
る
べ
き

ほ
ど
完
全
無
献
な
説
だ
と
認
め
ら
れ
て
は
ゐ
な
い
。
そ
れ
を
押
し
て

行
さ
れ

で
あ
る
。
北
島
民
の

方
は
さ
う
だ
か
ら
、
先
生
が
左
の
龍
王
山
だ

た
親
が
あ
る
。
こ
の
鴨
山
に
就
い
て
尚
説
く
べ
き

rが
、
既
に
創
元
祉
の

さ
れ
る
の
は
可
笑
し
い
わ
け
で
あ
る
。
更
に
、

羽
易
の
山
は
、
目
下
の

と
、
「
大
鳥
の
羽
易
ノ
山
〈
ニ
巻
二
一
一
一
一
)
」
と
、
「
春
日
郁
、

に
自
説
を
述
べ
て
ゐ
る
。
且
つ

の
具
合
も
ま
だ
完
全
で
な
い
の

之
山
(
十

で、

い
た
し
た
い
。
石
見
の
妻
に
別
れ
て
上
京
す
る
歌
も
、
敷
多
く
の
間

巻
一
八
二
七
)
」
と
の
三
首
だ
が
、

巻
十
の
は
確
に
奈
良
の
春
日
だ
か
ら
他
の

を
含
む
が
、
少
紙
面
で
は
述
べ
き
れ
ぬ
し
、
叉
来
年
(
三
十
四
年
)
ち
ゅ
う

二
首
が
龍
王
山
な
ら
、
大
和
に
羽
易
の
山
が
こ
筒
所
に
在
っ
た
と
見
ね
ば
な
ら

に
小
さ

旺
文
吐
か
ら
出
す
つ
も
り
行
か
ら
、
そ
こ
に

る
乙

危
く
な
る
。
こ
れ
が
正
説
と
は
ど
う
も
考
へ
に
く
い
。

と
を
お
約
束
し
て
お
く
。



ー「
一

葉
」
(
第
一
械
か
ら
第
三
十
腕
ま
で
)

.由、

」
書
名
の
意
義

鈴中

の

|
古
代
文

高
葉
集
は
な
ぜ
の
様
式
に
つ
い
て

l

め
る
か

池

評
の
二
刀
法

佐

O 

に
お
け
る
部
類
の
基
準
と
し
て

武

歌
の
典
接
を
め
ャ
っ
て

伊

雑

歌

成

立

の

一

形

態

伊

の
こ
と
ほ
ぎ
歌
を
め
ぐ
っ
て

l

相

聞

の

議

伊

!
世
間
集
一
一
一
大
部
立
の
地
位
と
性
格
|

相

聞

の

系

相

聞

歌

伊

見

歌
の
性
格

歌

の

伊

木村上竹田藤藤潟畑

虎茂禎昭祐久忠

雄夫造士
口博博博博孝博雄

強
敷五四四寸」一

十
五五

十
八
廿
九八

廿
l¥ 

目2 710 7 18 11 7 9 20 12 7 8 11 

ーー

(
百
数
の
上

(片
)
の
記
挽
は

「
黄
葉
片

」々

四

反

歌

虫

序

説

士
口

O 

準

不

足

音

句

考

木

七
五
調
の
成
立
に
就
い
て

瀬

朝

歌

O 

考

中

わ

ざ

う

た

考

田吉

と
の
あ
る
場
合
|

思

女

の

嘆

き

ー
上
代
説
話
と
歌

「
ト
ガ
野
」
の

l
高
葉
縛

と
「
ヲ
グ
ラ
山
」
の
鹿

歌
を
め
ぐ
っ
て

l

孝
子
侍
原
穀
説
話

西

浦
島
の
歌
に
見
え
る
玉
箆
の
タ
ブ
l
護

想
に
つ
い
て

西木

龍
田
山
と
狭
山
令
島

ー

人

に

於

け

る

紳

|

の
生
活
圏

の
歴
史

用

歌
の
-

O 

薗

井下古遺永島野野下田五
五

正清幸貞貞正番

俊臣雄登之治治俊

廿
六

14 

十
4
h
¥

，寸a
，F
，，，

12 

十
四

6 

十
八

8 

十
四

10 

五

7 

九

12 

十
四

5 

十
/¥ 

3 

廿
五

5 

八

14 



の
宮
廷
詩
人

|
山
柿
の
聞
に
寄
せ
て

l

~~ 

防

益

人

等

O 

蝦
名
字
母
よ
り
見
た
る
高
葉
集
巻
十
四

の
成
立
過
程
に
つ
い
て

巻
十
五
に
謝
す
る
私
見

力日

め
ャ
っ
て

七
夕
歌
と
柿
本
人

志
賀
白
水
郎
歌
十
首

白
水
郎
歌
十
首
の
原
形
・
原

笠

の

遺
新
羅
使
人
等

に
つ
い
て

藤

「
或
本
反
歌
二
首
」
(
回
ニ
回
・
回
ニ
五
)
小
考

内

O 

歌
表
現
の
一
面

序

詞

の

源

流

土

序
詞
句
格
補
説

l
「
渡
津
乃
豊
旗
雲

森

理
比
沙
之
」

l

辞
の
一
面

伊

山田田蘇藤潟井原田島橋

茂良瑞手リ久芳瞬憲

夫貫輔一一一枝雄孝清男良E之敏博

七

12 

葉

「

見

」

l
文
瞳
論
的
考

• • 
/¥ 

10 

• 

柿
本
人
麻
呂
の
世
界

五

10 

人
麿
作
品
の
形
成

|
註
記
・
或
本
歌
の

廿
ニ

l:1l 

廿

7 

廿
四

人
麻
呂
の
表
現
と
史
貫

!
所
知
食
世
者
と
申

6 

十
八.

6 

と
人
麻
呂

ー
そ
の
成
立
の
契

廿

7 

廿
二

人
麻
呂
と
風
土

ー
さ
み
ね
の
し
ま
|

9 

一一一

6 

一一

人
麻
呂
長
歌
寸
言

9 

廿一

22 

近
江
荒
都
の
歌

一

人

反

歌

一

首

l
意
味
論
的
考

8 

森清松清伊

者
を
め
ぐ
っ
て

l

と
し
て
の
「

人
師
闘
に
お
け
る
推
定
表
現
の
丹
精

九

9 

入
聾
音
よ
り
見
た
人
麻
呂
の
用
字
法

に

お

け

る

心

情

表

現

の

特

性

北

住

敏

夫

七

|
「
心
に
乗
る
」
「
乗
り
に
し
心
」
と
い
ふ
い
ひ
方
に
つ
い
て
|

8 

山
部
赤
人
の
「
叙
崇
歌
」
私
見

王
六

重水田水

克好克

敏彦夫彦博

大

潰

巌

比

古

け
こ
の
山
」
|

犬岡五清佐森一一一稲
養崎味水竹士口村

義智克昭柴

孝英彦敏陽一
廿
四

31 

人

長

歌

と

短

歌

|
特
に
短
歌
の
盤
調
に
つ
い
て
l

廿
四

13 

廿
五

3 

， . 
/¥  

12 

廿
三

8 

廿
五

12 

廿
五

11 

廿
五

12 

廿
五

6 

廿
七

8 

十
九

6 

八

10 

七

9 

廿
九

6 



柿

論

憶

良

の

長

歌

山

の

良
の
用
語
「
そ
れ
」
と
「
ま
た
」

l
助
字
の
修
僻
的
利
用

l

無

常l
旅
人
の
歌
を
め
ぐ
っ
て

l

大
伴
旅
人
の

大
伴
家
持
小
論

越
中
守
家
持
の
作
品
ぞ
め
ャ
っ
て

大
伴
家
持
の
語
嚢

ね
も
こ
ろ
に
君
が
聞
こ
し
て

!
大
伴
坂
上
郎
女
私
政
|

奈
良
遷
都
途
中
の
歌
に
つ
い
て

湯
原

の
詰
み
(
上
・
下
)

回
砲
の
歌
二
三
首

明

天

皇

論

と
有
馬
皇
子
O 

紀
皇
女
と
多
紀
皇
女

紀
皇
女
に
就
て

尾
山
民
に
答
へ
る

!
「
紀
女
に
就
い
で
」
!

久清井井

水松手手

宮

本
~~ 古

口
士口橋紳田田吉

山井原矢永1
 
1
 
1
 
田遅中永

尾

山

士口

永

克恒一茂宜芳時秀幸

一彦至雄良E夫巌朗男登雄夫卓登

二

郎登

九一一・
廿
六十

廿
八

十
五

十
九五
廿
ノ、

十十廿
ハ二一七四四一一一一四

7 7 7 

山
部
王
に
つ
い
て詰

-

韓

6 

埋
も
れ
た
言
語
と
埋
も
れ
た

の
歌
訓
話
私
按

「
莫
鷺

9 

田

話

「
芳
野
よ
く
見
よ
良
き
人
よ
く
見
」

14 

「
何
時
遺
乃
方
」
考

葉
集
訓
話
断
片

|
あ
た
ゆ
ま
ひ
、

10 15 

と
と
よ
り
の
、

8 

の
星
離
れ

ー「
画園、

八

多

寵
I 

6 8 6 

「
越
野
過
去
」
訓
義
私
按

「
し
ひ
が
た
り
と
い
ふ
」

(片
)
2

舟

公

宜

奴

島

13 

舟
公
宣
奴

「
乱
れ
い
づ
見
ゆ
」
か

見
ゆ
か
」

「
親
瞬
相
哉
」
に
つ
い
て

9 

れ
て
」

山津

中崎井潟

久久

野大
野

い
も
が
乙
こ
り
|

橋木塚

中潟本下潟原

春久四正久

卓孝孝孝水孝良E俊孝雄

尾

山

篤

二

郎

れ
て
い
づ

鶴

11 

I 

「
潰
松
之

7 

「
甚
」
字
の
訓
に
つ
い
て

2 

」ー

の

吉武伊

永智矢丹五
七
雅宜末

久登朗一雄

九
十十

七一一一八一一一
十
三九li、

十
七五

，・
/¥ 

1ft 十
五
廿
九一一

十
七

7 

(片
)
46 6 6 7 7 9 

(片〉
2

〈片
)
22 4 

(片
)
1

(片
)
47 

〈片
)
47 2 



良
の

の
う
た
の
訓
ふ
た
つ

「
火
鏑
」
「
知
」
の

な
ど

我
れ
し
行
き
な
ぱ
騨
l

I 

絶
多
倍
」

叩
々
も
の
を
お
も
へ
ば

「
心
も
と
け
て
」

「
掠
手
折
」
考

竹
岡
民
の
抹
手
折
考
を
よ
み
て

佐

宿

花

木

考
へ
ら
れ
る
訓
話
一
つ

手

玉

裳

「
足
荘
巌
」
と
「

， 

故
に
こ
そ
」

吾
は
鱗
ふ
る
か
相
ふ

百
人
一
首
の
柿
本
人
丸
の
歌

地
庭
不
落
の
訓
に
つ
い
て

I 

し
l乙

「
三
袖
」
害

疑

巻
十
四
の
「
中
麻
奈
」

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵

!
「
島
隠
る
」
か
「
山
隠
る
」
か

l

角

の

ふ

く

れ

佐西木大竹員伊佐正伊井山山佐

井竹宮下島野岡藤イ自
化全~
刀て手田竹

昭一正蕗正次次梅敦孝昭

孝民俊之照夫良E民E博友夫馨雄博至

都

竹

通

年

雄

大

潰

一

比

古
次

良B

四
十
二

廿
七五

ート
七

十
八.

十
三

廿
八.

十
七十

十
七

十十十十
七七一七)¥ 九

十
三

十
七

4 

旅
行

君

開

〈片〉
3

O 

6 

国「

の
く
だ
け
し
そ
こ
に
散
り
け
む
」

(片〉
2

の
命
の
た
た
な
づ

大

3 

内

に
過
ぎ
む
と
念
へ
や

9 

「
む
き
さ
ぴ
は
木
ぬ
れ
求
む
と
」

吉

7 

の
「
旅
に
し
て
」
の
歌
の

森

〈片
)
4

往
左
飛
左
君
吐
見
良
目

(片
)
3

明
日
香
川
川
淀
さ
ら
ず
立
つ

の

τと
口

2 

「
目
を
や
す
み
」

井

〈片
)
2

の
ノ
l
ト
か
ら

l
呈
さ
・
云
ニ
九
・
量
ニ
六
・
ヨ
一
五
五
六
の

3 

五
八

守

次

男孝保良E士
口

埜

よ

し

ゑ

竹

昭 久

至

4 

い
も
と
あ
り
し
と
き
は
あ
れ
ど
も

大

潰

巌

比

古

倉

加

藤
三

遁

清

一

郎次

郎俊

〈片
)
3

佐和

「
片
思
び
を
馬
に
ふ
つ
ま
に
」
の
歌
私
解
阪

り
の
み
き
ぬ
る
衣
の

5 

「
梅
の
花
咲
き
散
る

」
私
考

3 

(
片
〉
1

良
牟
」
考

積
雪
彫
成
重
出
之
起

置
が
散
る
難
波

「
阿
加
古
比
須
奈
牟
」
私
按

木

幽酬「

4 11 5 

O 

野田

瞬

永本

治

井手田巻下

正

一義一一一
十

十
廿
四七

十
七

十
七一

廿
ご
廿
四七

十
五一七ーー

} 

ー

廿
四

十十
/¥ 二二

(片〉
2

(片
)
2

〈片
)
2

〈片
)
23 5 

5 

(片
)
2

ハ
片
)
27 

〈片
)
3
5 7 8 3 

(片
)
212 5 



青

~ 

俗
語
あ
ゅ
の
風
考

政

「
紅
梅
」
考

|
一
六
四
四
の
歌
に
つ
い
て
l

の

あ

ま

ø~ 

比

「
し
の
の
め
・
い
な
の
め
」
取

!
原
始
的
住
居
と
「
め
」
|

巻
十
六
「

器
」
を
め
ャ
っ
て

奈

カ日

考

あ
ま
の
び
つ
ぎ
考

!
大
伴
家
持
の
用

の
一
と
し
て

l

紫

聞

染

『

葦

垣

の

思

て

l
枕
詞
「
葦
垣
の
」
考
ノ
内

l

い
ま
の
巻
つ
づ
考

う
つ
ら
う
つ
ら
考

い
く
ひ
き
〉
考

「
宇
多
我
多
毛
」
剖
記

「
は
た
」
の

|
附
「
半
手
不

出
e

伊
』
め
ヤ

」
の
個
明

l

古
口

井

三

遼

清

一

武本

田

良E一

高

木

市

之

助

佐

藤

井吉武賀武大大阪井

手本永田畑古田坪坪手

代

治

四結忠結併併

至良E登吉雄明吉治治至

五
十
四七五

廿
三

十
/i、

廿
一一

十
三

十
四

十
ノ、

廿
七

十
七
十
七

廿十
七

廿
七

9 

副
詞
ホ
ト
ホ
ト
ケ
一
)
の
意
味
構
造

井

8 

か
け
て
お
も
ふ

阪

7 

つ

ま

し

橋

6 

O 

手本

四

「
わ
わ
ら
ば

」

と

「

わ

く

ら

ば

」

井

手

ー
誤
篤
と
味
の
移
入
に
よ
る
古
語
誤
解
の
一
例

l

葉

集

の

用

字

神

田

!
「
安
来
」
の
ζ

と
「
天
漢
」
の
と
と
な
ど

l

12 6 

井

「
紀
之
許

|
本
文
朔

考

の
一
つ
の
試
み
!

11 

「
後
」

「
復
」

佐

と

4 

〈片
)
3

一

」

考

松

l
巻
十
一
二
、
三
三
四
二
の
本
文
復
原
|

同

修

正

4 

の
あ
る
場
合

紳

(片〉
3

O 

9 

に
お
け
る
用
字
法
の
一
面

l
i
「
往
」
「
限
」
の
訓
と
の
に
お
い
て

l

4 

に
お
け
る
「
者
」
字
の
用
法

1
「
中
中
者
」
の
訓
を
め
ぐ
っ
て

l

場
合
の
用
字
法
に
つ
い

を
中
心
と
し
て

i

4 7 

高.

5 

O 

6 

手竹

回

田

好

堀

秀

豆
九

至義民E至至夫忍久久久夫

廿
九五

廿
四/九

十
三五

廿
二

廿
三

廿
二

廿
八

廿一十
二四

8 

〈片
)
2

(
片
)
27 7 

(片
)
17 1 3 7 7 9 8 



良
の
「
好
去
好
来
」

「
ハ
タ
」
の
周
遁

4、

葉

語

ー
そ
の
口
語
性
を
め
ぐ
っ
て
|

遊

仙

窟

と

集

!
三
八
三
四
の

土

に
つ
い
て
|

遊

仙

窟

の

影

貌

考

森

射

上
代
敬
語

木

引

用|
上
代
語
の
場
合

l

l
 
l
 
j
 

反
語
に
つ
い
て

|
ヤ
と
カ
の
違
ひ
な
ど

l

阪

上
代
の
形
容
調
語
尾
ジ
に
つ
い
て

代

「
し
」
に
つ
い
て

森

指
示
語

!
「
そ
の
」
に
つ
い
て
|

井

助
動
詞
「
た
り
」
の
形
成
に
つ
い
て

i
「
て
あ
り
」
と
「
た
り
」

l

春

島島島下端倉本重手日

憲憲憲
安

太正善四和

」
と
「
狭
さ
」

!
上
代
に
お
け
る

浅

見

助
詞
の
用
法
に
つ
い
て
|

之之之寛之俊明義良E敏至男徹

五
十
ノ、

廿
七一一一

廿
九九

十
九

廿
八

廿
二

十
五

十
六五七

廿

(片
)
2

記
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の
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助
詞
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の
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「
が
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の
助
調
「
が
」
「
の
」
の
或
る

西

る
助
調
二
つ

塚
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高
葉
集
に
お
け
る
助
詞
「
を
」

「
水
烏
二
四
毛
有
哉
」
其
他

木

〈片
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2

「
入
日
哉
」
其
他

木

(片
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2

「
こ
と
ば
」
と
「
字
音
回
収
名
」

ー
上
代
語
の
清
酒
を
中
心
に

l

23 

の
省
略
さ
れ
る
場
合

奈
良
時
代
の
ヌ
と
ノ
の
し

木

i乙
つ

大

30 

」
の
俵
名
遣
其
他

木

12 

「
探
す
」
と
「
越
す
」

木

理

10 

阿

胡

行

宮

虫

山

8 

大

伴

乃

御

津
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す
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三
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井
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伊
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の
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蔵

進
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九

「
隼
人
乃
満
門
」

中

と
遊
仙
窟

花

田

治

廿
九

昌

9 

6 

資
料
・

本
・
後
世

「
小
竹
島
」
考

十

好

松

田

夫

7 

登

廿

類
環

の
形

吉

永

に
つ
い
て

「
毛
無
乃
岳
」
の

十
七

春

政

治

4 

日

3 

英

夫

十

六

高
葉
集
の

と
西
本
願
寺
本

上

田

説

一一

望

久

月

6 

6 

集
巻
十
七
の
一
性
質

七
、
巻
第
十

ャ
っ
て

吉

十

元
暦
校

一
克
瞬
八
の

井

巌

川

考

l
と
潤
井
川

村村
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出
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出
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堀

神

忍

5 

8 

和

川

再
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十

新
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土
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ふ
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木

下

正

一
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孝
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田

山

島

考

再

説

荒

木

良

雄

十
九
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廿
三

正

古
今
和
歌
六
帖
の

大

久

保

に
つ
い
て

小
治
国
之
年
魚
道
之
水

高
葉
集
「
宇
倣
可
多
山
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考

立
山
と
片
貝
川

ー
立
山
賦
地
理
考

l

野

健
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四
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西

の
の
杜
家
立
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を
め
ャ
っ
て

敦
埠
石
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悌
説

に
つ
い
て

「
語
り
つ
ぎ
言
ひ
つ
ぎ
ゆ
か
む
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館

集
開
係
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上
代
閥廿

六
年
上
半
期

一
2 

廿
七
年
上
半
期

六

1

廿
八
年
上
半
期

九

1 

廿
九
年
上
半
期
十
三

2

ガ十

年

廿

6 

品
川
一
年
下
半
期
廿
五

3

廿
六
年
一
月

t
六
月

2 

廿
七
年
一
月

t
二
月
一
ニ

2

廿
七
年
七
月

t
十
一
月
六
2

廿
八
年
七
月

t
十
二
月
十
3

廿
九
年
七
月

1
十
二
月
十
四

4

廿
六
年
下
半
期

』一一

1

廿
七
年
下
半
期

敦
夫
氏
は
去
る
十
一
月
十
二
庁
、
山
田
孝
雄
博
士
は
十
}

七

1 

廿
八
年
下
半
期
十
一

月
二
十
日
に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
つ
つ
し
ん
で
哀
悼
の

を
表
し
、
御
冥

2 

廿
九
年
下
半
期
十
六

3

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

品
川
一
年
上
半
期
廿
二

7

O
前
披
の
「
報
告
」

の
中
、
校
正
上
の
手
違
び
か
ら
次
の
一
行
が
脱
落
い
た

サ
二
年
上
半
期
廿
九

4

し
て
居
り
ま
し
た
。
五
九
ぺ

l
u
中
段
の
最
初
の
行
に
入
り
ま
す
。

高

木

市

之

助

葉

の

貧

廿
六
年
七
月

t
十
二
月
二

3

に
つ
つ
し
ん
で
お
詫
び
致
し
ま
す
。
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七
年
三
月

t
六
月
四
3
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年
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月
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八
年
六
月
八
3
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九
年
一
月

t
六
月
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月
、t
九
月
十
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品
川
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月
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月
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九
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一
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月
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月
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ニ
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後

i8 

三
十
瞬
を
送
り
出
す
に

っ
て
、
今
ま
で
の
掲

文
そ
の
他
の

を
添
へ
ま
し
た
。
掲
載

葉
片
々
」
三
九

文載
の

日
(
中
「

、，/、

一
一
二
六
、
書
評
二

O

、
そ
の
他
目

-
名
簿

話
二
一

等
一

0
ペ
ー
ジ
に
近
い
紙
面
を
埋
め
る
分

と
な
り

ま
し
た
。

に
上
代
特
殊
般
名
遣
表
、
世
間
葉

と
の

の
附

を
加
へ
た
も
の
が
、
本

の
活
字

の
形
に
残
っ
た
業
績
で
あ
り
ま
す
。
と
れ
ら
の

が
ど
の
よ
う
に
輩
展
し
、
ど
の
よ
う
に
批
判
さ
れ
、

そ
し
て
生
か
さ
れ
て
行
く
か
、
そ
れ
は
今
後
に
托
さ

で

あ

り

ま

す

が

、

乙

の

が

、

明

日

れ
Tご

目

の

り
に
備
へ
る
た
め
の
、
反
省
の

と
し
て
の

意
味
を
持
ち
う
る
な
ら
ば
、
何
よ
り
の

い
と
思
ひ
ま
す
。

ぴ
と
し
た

現
在
曾
員
綿
敷
六
七
四
名
(
二
七
践
、
二
八
強
、

二
九
蹴
の
名
簿
に
基
く
)
。

と
の
七
年
半
の
聞
に
、

公
開

演

十
二
回
、
研
究
費
表
禽
九
回
、
夏

/，¥ 
J-" 

開
講
座
四
回
、
見
皐
旅
行
十
八
回
、
北
は
北
海
道
か

ち
南
は
九
州
に
至
る
ま
で
、
全

で
開
催
さ
れ
て
居
り
ま
す
。

的
な
規
模
に
お
い

乙
れ
ら
、
外
形
に
あ
ら
わ
れ
た
成
果
が
、
本
営
の

味
で
の
寅

を
併
は
せ
備
へ
て
ゐ
る
か
ど
う
か
、

そ
れ
は
吾
々
自
身
が

虚
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ζ

と
で
あ
り
ま
す
が
、
退
い
て
抗
思
す
る
こ
と

が
、
更
に
深
く
、
更
に
新
た
な
世
界
へ
と
踏
み
込
ん

で
行
く
き
ぎ
は
し
の
一
段
々
々
と
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
ひ
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
と
考
へ
さ
せ
ら
れ
る
乙
と
多
く
、
新
し

い
未
知
の
世
界
へ
の
希
望
に
満
ち
た
年
頭
に
酋
っ
て

者
各
位
の
一

の
御
健
康
と

ん
を
祈
り
つ
つ

三
十
蹴
を
お
送
り
し
ま
す
。

(
橋
本
記
)

昭
和
三
十
四
年
一
月
十
二
日
印
刷

昭
和
三
十
四
年
一
月
十
五
日
護
行
債
八

O
圃

寓

葉
振
答
大
阪
-
一
九
-
四
七

右
代
表
者

津

久

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
閥
西
大

文
挙
部
園
語
事
国
文
事
研
究
室
内

京
都
市
南
直
東
九
傑
西
岩
本
町

印

刷

者

大

賀

印

刷

株

式

曾

枇

代

表

者

石

井

太

郎

孝

一
、
本
曾
は
E

業

と

帯

す

る

。

一
、
高
藁
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み

に
よ
っ
て
曾
固
と
な
る
と
と
が
で
き
る
。

一
、
曾
員
の
研
究
費
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊

「
高
輔
衆
」
を
費
行
す
る
。

二
本
曾
は
随
時
、
高
葉
に
闘
す
る
見
拳
旅

行
、
文
献
の
展
観
、
研
究
費
表
世
田
、
講
習

舎
、
圃
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
ふ
。

一
、
曾
員
は
年
額
三
百
圃
の
曾
費
を
納
入
す
る

〈
誌
代
を
含
む
)
。

一
、
本
禽
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
閥
西
大
事
文
事
制

園
文
事
研
究
室
(
振
替
口
座
大
阪
二
九
一

四
七
番
)
に
於
い
て
行
ふ
。

一
、
本
告
の
代
表
者
に
は
、

す。

ノ、

四

調
久
孝
民
を

投

定

一
、
投
稿
資
格
は
曾
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
高
葉
に
闘
す
る
各
分

文。

の
研
究
論

は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
十
五
枚
以
内

は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決

部
に
一
任
の
こ
と
。

定
は
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